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Abstract
Three (two ovigerous and one non-ovigerous) fe-

males of cymothoid isopod were accidentally collected 
in June 1998 from the branchial cavity of Japanese 
halfbeak, Hyporhamphus sajori (Temminck and Schle-
gel, 1846), in the coastal Sea of Japan off Mashike, 
Hokkaido Island, northern Japan. The females are 
briefly described. They resemble Mothocya parvostis 
Bruce, 1986 and Mothocya sajori Bruce, 1986, but the 
two ovigerous females are 16.4 and 16.9 mm in body 
length (BL), both of which ate between BLs reported 
for M. parvostis (11.0–15.0 mm) from Japanese half-
beak and two other fishes and M. sajori (20.5–27.5 
mm) from Japanese halfbeak in the original descrip-
tions of these species. Thus, the specimens collected 
are herein reported as Mothocya sp. The results imply 
that BL is not a reliable key to differentiate both spe-
cies from each other, and it is desirable to examine 
variations in BL and other taxonomic characters using 
many specimens of Mothocya from Japanese halfbeak. 
A brief review of previous records of Mothocya spp. 
from Pacific saury, Cololabis saira (Brevoort, 1856), 
and an unknown host from waters around Hokkaido 
Island is also given.

はじめに
エラヌシ属はウオノエ科に属する等脚類で，海

水魚の鰓腔に寄生する（Bruce, 1986）．山内（2016）

は，わが国から記録されたエラヌシ属として 5 名

義 種（Mothocya komatsui，M. melanosticta，M. 

parvostis，M. renardi，M. sajori）と複数の未同定

種（Mothocya spp.）を示し，Nagasawa（2017）は

更に 1 種（Mothocya collettei）を追加した．筆者は，

ダツ目魚類に寄生するエラヌシ属等脚類の分類と

生態に関心をもち，若干の報告を行ってきた（長

澤，1984；Nagasawa, 2017, 2020； 長 澤・ 田 和，

2020）．今回，北海道の日本海沿岸域で漁獲され

たサヨリ Hyporhamphus sajori (Temminck and Sch-

legel, 1846) から採取されたエラヌシ属の 1 種を観

察する機会を得たので報告する．

わが国に産するサヨリに寄生するウオノエ科

等脚類は 1930 年代から Irona melanosticta である

と報告されてきた（平岩，1934；Inouye, 1941；

椎野，1951，1965，1979）．しかし，1980 年代に

日本産サヨリを含む海水魚 3 種とサヨリからそれ

ぞ れ Mothocya parvostis Bruce, 1986 と Mothocya 

sajori Bruce, 1986 が記載され（Bruce，1986），近年，

それら 2 種がサヨリの寄生種として認められてい

る（布村，1995；齋藤ほか，2000；山内，2016；

山内・柏尾，2018；Nagasawa, 2020；長澤・田和，

2020）．それらの標準和名として，Mothocya sajori

に サ ヨ リ ヤ ド リ ム シ（ 布 村，1995），Mothocya 

parvostis にサヨリノオジャマムシが与えられた

（Nagasawa, 2020）．しかし，Mothocya parvostis に

は，サヨリノオジャマムシが提唱される前に「ブ

リエラヌシ」の標準和名が与えられていたため（横

山・長澤，2014），2 つの和名が存在することになっ

た．本論文では，この状態を解消するため，最初

に提唱された「ブリエラヌシ」を有効な標準和名

と認め，以下の記述を行う．
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材料と方法
本研究で観察したエラヌシ属等脚類の標本は，

成体雌 3 個体である．旧北海道立水産孵化場（現

在の独立行政法人北海道立総合研究機構さけま

す・内水面試験場）の職員から寄贈された．同水

産孵化場増毛支場では，1995–1998 年の 5 月中旬

–6 月中旬に北海道増毛郡増毛町の日本海沿岸域

でサケ Oncorhynchus keta (Walbaum, 1792) 幼魚の

生態調査を行った（Kawamura et al., 2000）．この

調査は暑寒別川河口（43º51ʹ20ʺN，141º30ʹ37ʺE）

および周辺水域で行われた．エラヌシ属標本は，

この調査のなかで，1998 年 6 月 17 日に「さより

二艘曳き網」によってサケ幼魚とともに漁獲され

たサヨリから採取された．増毛支場でサケ幼魚と

混獲生物を仕分けた際，サヨリの鰓腔に白い大き

な寄生虫が偶然見つかり，10% 海水ホルマリン

液で固定された．寄生率やサヨリの体長等に関す

る資料はない．後日，筆者に標本が寄贈された後，

70% エタノール液中に保存された．この標本を

静岡市にある水族寄生虫研究室において実体顕微

鏡（Olympus SZX10）を用いて観察した．標本は

現在，茨城県つくば市にある国立科学博物館筑波

研究施設の甲殻類コレクションに収蔵されている

（NSMT-Cr）．本論文で述べる魚類の和名と学名は

本村（2020），ウオノエ科等脚類の形態学用語は

下村・布村（2010） に従う．

結果と考察
エラヌシ属等脚類の 1種

Mothocya sp.　（Figs. 1–2）

標本　抱卵雌 2 個体，体長 16.4 mm× 体幅 8.0 

mm，16.9 mm×9.0 mm； 未 抱 卵 雌 1 個 体，15.2 

mm×7.4 mm，北海道増毛町の日本海沿岸域で漁

獲 さ れ た サ ヨ リ Hyporhamphus sajori の 鰓 腔，

1998 年 6 月 17 日，採集者：旧北海道立水産孵化

場増毛支場の職員（NSMT-Cr 28185）．

抱卵雌　体は僅かに不相称，背面は僅かに盛

り上がる．右側縁が僅かに湾曲し，左側縁はほぼ

直線状．体長は最大体幅の 1.9–2.1 倍．頭部前縁

は円弧状か僅かに尖る．複眼はやや大きく，頭部

幅の 0.4 倍．左側縁の胸節底板の幅は狭く，第 7

胸節底板は当該節後縁を少し超える．第 1 胸節前

縁は少し窪み，前側縁は複眼後端に達する．第

2–6 胸節後縁は平滑で，両側で少し曲がる．第 7

胸節後縁の湾入には個体差があり，1 個体で浅く

（Fig. 1D），他個体でやや深かった（Fig. 2D）．第 3・

4 胸節が最も幅広い．第 1 腹節の両側部は第 7 胸

Fig. 1. Mothocya sp., female (16.4 mm BL), NSMT-Cr 28185, from Japanese halfbeak, Hyporhamphus sajori, in the coastal Sea of Japan off 
Mashike, Hokkaido Island, northern Japan. Ethanol-preserved specimen. A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view; C, cephalon, 
pereonite 1, and pereopod 1, dorsal view; D, pereonites 6–7, pleon, and pleotelson, dorsal view. Scale bars: A, B, 5 mm; C, 2 mm; D, 4 
mm.
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節に覆われ，僅かに中央部が見える．第 2 腹節の

一部も第 7 胸節に覆われる．第 5 腹節が最も幅広

い．腹尾節は半円状，長さは前縁幅の 0.7 倍．尾

肢原節は外肢長の 0.5–0.6 倍．外肢長は内肢長の

1.5–1.6 倍，外肢・内肢ともに指状で，後端は丸く，

剛毛を欠く．液浸標本の体色は黄褐色で，濃褐色

の小点が体背面に散在する．

未抱卵雌　形態的特徴は抱卵雌とほぼ同一．た

だし，左側縁が僅かに湾曲し，右側縁はほぼ直線

状．体長は最大体幅の 2.0 倍．複眼径は頭部幅の 0.4

倍．腹尾節長はその前縁幅の 0.8 倍．尾肢原節は

外肢長の 0.5 倍．外肢長は内肢長の 1.7 倍．

備考　上記した成体雌の形態的特徴は，Bruce

（1986） が 記 載 し た ブ リ エ ラ ヌ シ Mothocya 

parvostis とサヨリヤドリムシ Mothocya sajori にほ

ぼ一致する．Bruce（1986）は，両種を記載した際，

形態は著しく似るものの，抱卵雌の体長（ブリエ

ラ ヌ シ で 11.0–15.0 mm； サ ヨ リ ヤ ド リ ム シ で

20.5–27.5 mm）と第 7 胸節後縁の形態（前者では

湾入が浅く，後者では深い）などによって容易に

識別できると述べた．しかし，今回観察した抱卵

雌 2 個体では，第 7 胸節後縁の湾入が 1 個体で浅

く（Fig. 1D），他個体でやや深かった（Fig. 2D）．

また，体長が 16.4 mm と 16.9 mm で，Bruce（1986）

が報告した両種の体長範囲と一致しなかった．こ

のため，今回の標本は両種のいずれにも同定でき

ず，エラヌシ属の 1 種 Mothocya sp. とした．

下村・布村（2010，図 3G）は，「北海道沿岸産

サヨリヤドリムシ Mothocya sajori Bruce, 1986，雌，

体長 17 mm」の背面図を示した．この標本の宿

Fig. 2. Mothocya sp., female (16.9 mm BL), NSMT-Cr 28185, from Japanese halfbeak, Hyporhamphus sajori, in the coastal Sea of Japan off 
Mashike, Hokkaido Island, northern Japan. Ethanol-preserved specimen. A, habitus, dorsal view; B, habitus, lateral view; C, cephalon and 
pereonite 1, dorsal view; D, pereonites 6–7, pleon, and pleotelson, dorsal view. Note a more deeply recessed posterior margin of pereonite 
7 (Fig. 2D) than that shown in Fig. 1D. Scale bars: A, B, 5 mm; C, 2 mm; D, 3 mm.
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主と詳細な産地に関する情報はなく，体長 17 mm

の個体をサヨリヤドリムシに同定した根拠は示さ

れていない．

最近，長澤・田和（2020）は，過去の文献を

総括して，ブリエラヌシ（原著ではサヨリノオジャ

マムシ）とサヨリヤドリムシの分類学的な問題点

を示した．そのなかで，抱卵雌の体長に関して

Bruce（1986）が示した基準に一致しない個体が

過去に報告されている（例えば平岩，1934；山内

ほか，2004；Kawanishi et al., 2016）ことを記すと

ともに，サヨリの鰓腔に寄生する等脚類の標本を

日本各地から得て，体長や形態の変異性を詳細に

調べ，ブリエラヌシとサヨリヤドリムシの分類を

再検討する必要性を述べた．本論文で報告した抱

卵雌の体長の値は，彼らの指摘を裏付けるととも

に，研究の必要性を支持するものである．

今後の研究に資するため，北海道周辺海域に

おけるエラヌシ属等脚類に関する知見を整理して

おく．上記のように，下村・布村（2010，図 3G）

は，産地と宿主不明の「北海道沿岸産サヨリヤド

リムシ Mothocya sajori Bruce, 1986」の雌の背面図

を示したが，同定の根拠が不明である．北海道沖

の北西太平洋やオホーツク海で漁獲されたサンマ

Cololabis saira (Brevoort, 1856) の鰓腔に寄生する

等脚類が「サヨリヤドリムシ Irona melanosticta」

あるいは類似種として報告された（和田，1982；

長澤，1984；山口・本間，1997）．後年，山内（2016）

は，和田（1982）と長澤（1984）が報告した等脚

類を Mothocya spp. として扱った．しかし，その

根拠は示されなかった．日本海産サンマにもウオ

ノ エ 科 等 脚 類 が 寄 生 し， 当 初，Iroha [sic] 

melanosticta japonensis Avdeev and Avdeev, 1974 と

して記載されたが（Avdeev and Avdeev, 1974），今

は Mothocya sp. と さ れ て い る（Hadfield et al., 

2015）．布村（2011）は，斜里沖のオホーツク海

産サンマの鰓腔から採取されたブリエラヌシ

（「Mothocya parvostis Bruce 1968」） を 報 告 し た．

今回，増毛町沖の日本海産サヨリの鰓腔から

Mothocya sp. が見出された．このように北海道周

辺海域から報告されたエラヌシ属等脚類には，サ

ヨリヤドリムシ（下村・布村，2010），ブリエラ

ヌ シ（ 布 村，2011）， 未 同 定 種（Avdeev and 

Avdeev, 1974；和田，1982；長澤，1984；本論文）

があり，近年の知見に基づいて所属が検討されて

いない「サヨリヤドリムシ Irona melanosticta」（山

口・ 本 間，1997） の 記 録 も あ る．Avdeev and 

Avdeev（1974）と本論文を除く他論文では形態の

記載がなく，同定の根拠が不明である．今後，北

海道産標本と他水域からの標本を用いた分類学的

な研究が望まれる．
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